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神様からいただいた賜物 すべてを照らすまことの光
幼稚園保護者　西澤 くるみ

　幼稚園では毎年、アドヴェントに入る前に保育者全員
でその年のクリスマスについて研修の時をもっています。
受胎告知について、3人の博士について、などテーマを
決めて聖書研究のように進めることもあれば、大学の先
生や牧師を招いてメッセージをいただくこともあります。
そのことで保育者一人ひとりの信仰が励まされ、支えら
れていることを感じています。また、そこでの分かち合い
から、その年のクリスマスに子どもたちと大切にしていき
たいことを考えていきます。以前、幼稚園のページェント
で年長児が「地球のどこかで」という讃美歌を歌ったこと
があります。チャイルドファンドジャパンで繋がっている子
どもたちのことや、台風の被害にあった方々のことなどを
覚え、子どもたちと共に祈り、賛美をささげました。
　「私たちがすんでいる この広い地球 神様はどんな人
も 愛しておられる だけどその愛を知らないで 過ごして
いる人々がいる　イェスさまを伝えよう　イェスさまを伝
えよう この小さな私たちにも　何かできるはず」（新生讃
美歌390番）
　1人でも多くの人が暗闇に輝く希望の光を感じ、喜び
のクリスマスを迎えられるようにと願います。

幼稚園教諭　石垣 李沙

　「すべての人を照らすまことの光」このテーマにぴった
りの聖句を見つけました。それは、スクールモットーのマ
タイによる福音書5章13節から16節「地の塩、世の光」
です。1年生のころから「サーバントリーダーになりましょ
う。」と言われてきました。そして、6年生になり、よくこの
聖句を思い出すことが増えました。その理由の一つが、1
年生とのパートナー関係です。なぜなら、サーバントリー
ダーと一緒で、自分のことが出来なければ、1年生のお
手伝いをしたり、遊んだりすることは出来ないからです。
この聖句を思い出す度に、いつか自分もイエス様のよう
に他の人々を照らしたいと感じます。
　今年のクリスマスは、ただ喜ぶだけではなくて、ぼくは
まわりを照らせる人になりたいと願いながら、イエス様の
お誕生日を心からお祝いしたいです。イエス様の御言葉
で、今ぼくの心が自分だけではなく、周りの人に向けら
れています。クリスマスこそ「地の塩、世の光」です。

イエス様のように
初等部6年　江口 悠太

　私には、主のご降誕を祝うクリスマスを迎えるための
準備の季節であるアドヴェントを過ごす時に大切にしてい
る３つの愉しみがある。まずクリスマスカードである。以
前、担任をしていた時は自作のクリスマスカードを用意し
て初等部のクリスマス讃美礼拝の日に子どもたちに贈っ
ていたが、ここ数年担任を外れていたので教え子で絵本
作家として活躍されている吉田瑠美氏（初等部～本学短
期大学卒）にお願いして降誕の場面を描いたすばらしい
クリスマスカードを作成していただくようになった。年々
のクリスマスカードを飾るひとときが憩いのひとときとな
っている。
　二つ目はクリスマスベルの飾りつけである。40数年前
から購入している８センチほどの年号の入った陶器のベ
ルも毎年一つずつ増え、飾りながらその年のことを思い
出すのが家族の恒例の時間となっている。
　三つ目の愉しみはネクタイである。クリスマスをテーマ

にしたネクタイを探しているうちに本数も
増え、点火祭の日はクリスマスツリーの
柄、讃美礼拝の日はリースの柄とクリス
マスに思いを馳せながらネクタイを装う
のもアドヴェントを過ごす愉しみの一つに
なっている。
  しかし、学期末の慌ただしさの中で毎年
アドヴェントを過ごしているが、忙しさの
中にも主のご降誕を迎える準備が着々と
進んでいく初等部の生活の中で本当の
主のご降誕の喜びとは何なのかを考えな
がら過ごすことが、3つの愉しみより自分
にとって何より大切な時間であると思う。

アドヴェントの愉しみ
初等部教諭　佐々木 淳

　私の町は、12月25日になると、歩道の花屋にサンタが
現れ、モミの木が光輝き、クリスマス一色に染まる。そん
な日、毎年、ある一つのことに感謝している。
　それは「家族」についてだ。母親から、父親から、「プレ
ゼント」を受け取った時、私は、家族の温もりを改めて感じ
られる。そんな日である。
　私は基本いろいろといそがしく、帰りが遅いのと、もと
もと引きこもり体質なので、家族とあまり顔を合わせられ
ない時が多い。でも、クリスマスはそもそも冬休み中なの
に加え、なぜか予定が空きやすい。なので、家族と過ごせ
る貴重な日でもある。家族以外と過ごすことは、本当にあ
まりない。なので、私にとっては家族という私を支えてくれ
る大切なものを改めて認識できる数少ない日である。私
のクリスマスはそう大きなこともない「いつも」のそんな日
である。
　家族家族と言っているが、町を歩いて思うのは、私は、
プレゼントを、自分だけのお金で購入したことがない。とい

うのも、いらなそうな顔をされるのが
怖いのだ。ただ、今年はとんだ小心者
の私も勇気を出そうと思う。なぜな
ら、今年が、中学生として過ごせる最
後のクリスマスだからだ。聖書に何度
も救われてきた今だからこそ、私はこ
のような感情が持てるようになったの
だと思う。町の景色も、今思うことも
いつか忘れてしまうかもしれない。だ
から忘れないうちに今年こそは勇気を
出して……。

中等部3年　山崎 陽太郎
「いつも」を忘れないうちに

　私は日常生活の中で「気づき」を大切にしています。それ
は、それまで見落としていたことや問題点に気づくことで、
前進できると思うからです。
　1年生の時、クリスマス礼拝で講堂に灯る沢山のろうそ
くの光を見ました。ろうそくは命を削って明かりを灯してい
ることから、イエス・キリストの象徴とされているそうです。
2年生では、コロナでオンライン礼拝になり、1年間の息苦
しい生活の中でも、クリスマスの夜にはとても大切な心が
温まるほのかな光に包まれました。
　私はクリスマスを通して、目に見える光と心に灯る光を
感じました。光はすべての人を照らしています。それに気
づくことで愛情や幸せを感じると思います。聖書に「どんな
ことにも感謝しなさい」（Iテサロニケ5：18）とあるように、
幸せに気づきそのことに感謝して毎日を過ごしていきたい
です。そして、コロナと共存していく世の中でも「求めなさ
い」とあるように、努力を続ければ道は開けると信じて歩
みたいと思います。

やさしい光
中等部3年　若狭 朋花

2019年度中等部クリスマス礼拝

　クリスマスといえば、何を思い浮か
べますか。サンタクロース、イエス・キ
リストなどさまざまでしょう。私が思い

浮かべるのは、カラフルなイルミネーションで飾
られた青山キャンパスのクリスマスツリーです。
　私の所属する聖歌隊では、毎年クリスマスコ
ンサートを開催していて、本番が近づくと毎日の
ように練習に明け暮れ、くたくたになって青山キ
ャンパスの並木道を帰るのが日常でした。その
とき夜道を照らしてくれたのが、あのツリーで
す。どんなに疲れていても、そばを通ると自然と
上を向いてしまうので、ただそこにあるだけで元
気をくれるような気がしました。授業で聖書につ
いて学ぶと、私にとってのツリーと同じように、た
だそこにあると実感するだけで、安心したり、生
きる力がわいてきたりするものが、誰のもとにも
存在するのではないかと感じることがあります。
クリスマスは、そのことを私たちに教えてくれる
特別な日だと思います。

　「神が人となられた」と一言に言われても、あまりし
っくりとこない自分がいます。神は神なのだから、何
でもできる。たとえ人になることさえも容易いことなの
ではないか、と。しかし、それは神としての全ての権
威を放棄するいわば捨て身のご計画であり、最後の
手段でした。私たちを深い闇から連れ戻すため、私た
ちのところへと自ら出向いてくださったのです。

In the bleak midwinter   A stable place sufficed
The Lord God Almighty, Jesus Christ.
〈寒々とした真冬のさなか　馬小屋の中で満ち足
りておられる。万能の神なる主　イエス・キリスト
（クリスティーナ・ロゼッティ作詞、グスタフ・ホルスト
作曲のクリスマス・キャロル "In the Bleak Midwin-
ter" より）〉　　

　私たちがもっとも弱く孤独なときに、イエス・キリス
トは寄り添ってくださいます。そんな主の愛に、私たち
はどのように応えることができるでしょうか。華やかさ

溢れるこの特別な季節に、神の驚くべ
き御業を心に留めたいと思います。

高等部3年　落合 奈桜
力をくれるもの

高等部教諭　神田 信輔
寒空の下で

画像未着

希望の光に導かれて

　「彼らが王の言葉を聞いて出かける
と、東方で見た星が先立って進み、つ
いに幼子がいる場所の上に止まった。
博士たちはその星を見て喜びに溢れ

た。」 （マタイ2:9～10）
　占星術の博士たちは、星に導かれて幼子イエス
のもとに辿り着きました。小さい頃、どこまでも自分
の先を行く星を眺めながら、「一体何を思いながら
星について行ったのだろう」と考えていました。
　4年生になってコロナ禍での就職活動が始まりま
した。先が見えず、今進んでいる道が正しいかもわ
からない毎日は不安でいっぱいでした。その中で頑
張る力を与えてくれたのは、救い主の存在です。
　博士たちは救い主を探し求めて歩き続けました。
いつ見つかるのか、どこにいるのか、先が見えない
中で厳しい旅を続けることは簡単ではなかったでし
ょう。救い主の誕生という希望の知らせが、彼らに力
を与えたのだと思います。この希望は決して失われ
ることがなく、今も私たちに力を与えてくれていま
す。キリストの輝きに導かれて、新しい一日を過ごし
ていきたいです。

総合文化政策学部4年　
早川 望々花

チャペルウィーク礼拝後の懇談会

    Christmas in Munich in the south of Germany 
is a little bit different from the Christmas you 
may know in Japan. It is not a time to go out on 
a date with your friends, but to stay at home 
with your family. (And by the way: In Germany 
we celebrate Christmas on the eve of December 
the 24th.)
    Of course for a little kid the most important 
thing about this festival seems to be getting 
presents, but looking back now as an adult, 
instead of all the presents and sweets, the fondest 
memories I have are the memories of being 
together with my beloved ones. 
    I especially remember one time when I was 7 
years old and got the big castle of the action 
figures I so loved. That had to be the best Christ-
mas ever! However, thinking about it now, that 
castle was just a big green box made out of cheap 
plastic. In reality my happiest memories are 
having built that castle together with my mother 
and father, wondering how to get that strange 
castle elevator to work, and laughing about our 
clumsiness.
   These family memories are what I think of when 

thinking about Christmas. So for me, 
Christmas is the biggest family celebra-
tion in Germany.

幼稚園
Kindergarten

German Christmas 
memories

※日本バプテスト連盟使用許諾済み

Sven Koerber-Abe,
associate professor,
College of Science and Engineering

2019年度高等部クリスマス礼拝

　「ページェントの役をそろそろ決めるみたい。」 そう
言いながら息子たちが学校から帰って来るとクリスマ
スが近づいているんだなと毎年感じます。6年生の長
男、3年生の次男は幼稚園では羊飼い役をやりまし
た。今年、年長の三男は兄たちと同じ羊飼い役を選ぶ
でしょうか？ 初等部での六年間、何にするか考え続け
た長男は、最終学年の今年、何の役を選ぶでしょうか？
　二年前、当時1年生だった次男が「羊役に応募して
きた」と学校から帰ってきた際、私は次男を叱ってしま
いました。悲しい顔をした息子を前に、私の「もっと目
立つ役をしてもらいたい」という自分勝手な思いを反
省した記憶があります。幼稚園では、子どもたちが役
にないものを希望しても先生方は何とかできないかと
一生懸命考えてくださいます。一人ひとりが大切な存
在であり、神様に愛され育っていることを感謝しており
ます。
　コロナ禍にあり日常生活は変わってしまいましたが、
一人ひとりに与えられた賜物は変わることなく今年も
クリスマスが近づいてきます。私たちを見守ってくださ
る神様に感謝し、イエス様のお誕生をお祝いしたいと
思います。

※
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